
b 

オ
ク

一O
八

に

界

ら

れ

た

。

一

〈

祭

賞

を

信

じ

、

腿

人

を

介

し

て

そ

の

怠

昆

を

徴

し

、

オ
タ
ム
ラ
ハ
ル
ヨ
シ
奥
村
混
一
良
加
賀
誠
の
老
一
従
っ
て
築
資
の
言
動
自
ら
滞
諭
の
指
南
と
な
る
に
蛍

臣
奥
村
氏
支
家
の
第
五
代
。
惑
抑
の
第
五
男
。
元
政
一
っ
た
。
後
持
議
は
栄
町
の
力
に
よ
っ
て
政
局
を
打
開

六
年
二
周
什
六
日
間
生
。
泌
総
樹
mm
・
内
記
。
M
A
則
一
せ
ん
と
欲
し
、
天
保
七
年
然
自
に
催
旨
を
偲
へ
て
用

敏
の
養
嗣
子
と
な
白
、
W
H
永
一
一
一
年
八
用
十
八
日
越
知
一
番
・
加
刊
の
臓
を
授
け
ん
と
し
た
が
、
祭
賞
は
先
侯

一
一
品
七
千
四
百
一
此
十
行
ハ
内
三
千
百
典
力
知
〉
を
賜
は
一
の
認
を
得
た
る
を
以
て
、
こ
れ
を
問
僻
し
、
唯
日
々

り
、
-
正
徳
の
初
人
持
組
削
に
任
じ
、
元
文
元
年
十
Hn
一
政
雌
に
問
で
L
掘
.
機
に
容
す
る
こ
と
を
結
し
‘
制
後

四
日
・
￥
年
間
十
四
を
以
て
授
。
法
悦
祭
白
木
材
一
一
制
民
一
法
逝
す
る
ま
で
、
拙
仰
の
政
治
は
多
〈
そ
の
織
策
に
出

遊
同
士
。
野
山
山
に
…
併
ら
れ
た
ω
楓
山
学
は
仙
恭
、
一
た
o
祭
伐
の
卒
去
は
天
保
十
四
年
八
周
九
日
に
在
つ

康
誠
又
は
然
来
と
撹
し
、
武
技
を
哨
み
、
活
向
の
将
一
て
‘
平
年
五
十
一
一
o
法
悦
慨
徳
院
代
後
諦
観
院
V

翠

が
あ
っ
た
υ

一
惇
道
話
M
m
士
。
野
川
山
に
持
ら
れ
た
o
策
氏
止
貨
と

オ
タ
ム
ラ
ハ
ン
ベ
エ
奥
村
宇
兵
衛
前
川
利
家
一
践
し
、
又
股
れ
を
平
盟
武
又
は
州
諸
武
彦
と
い
ひ
、

に
仕
へ
て
千
百
を
領
し
、
川
広
側
町
一
聞
に
任
じ
た
。
子
孫
一
古
今
の
部
誠
ま
ざ
る
な
〈
、
特
に
凶
泉
に
遁
じ
て
ゐ

相

織

い

で

務

に

仕

へ

る

。

一

た

o
待
て
古
言
衣
延
排
を
務
し
、
文
平
凶
篤
胤
の
簸

オ
ク
ム
ラ
ヒ
サ
フ
サ
奥
村
久
房
加
賀
誠
の
老
一
の
提
枯
に
よ
れ
ν
て
、
凶
県
輿
絡
を
編
し
、
文
政
の
宋

陸
奥
村
降
践
の
嫡
子
。
貸
料
十
年
出
生
。
泌
梼
雌
五
一
に
は
町
士
谷
御
杖
を
延
い
て
般
道
を
剛
彦
、
札
つ
悶

郎
・
兵
部
。
初
部
以
本
o
w
川
政
五
年
五
日
H
朔
日
隆
艇
の
一
中
朋
之
に
利
放
の
貼
削
を
栄
け
た
。
そ
の
他
の
誠
一
に

治
跡
と
し
て
新
知
二
千
行
代
内
一
点
刊
行
典
力
知
〉
を
賜
一
止
知
也
銃
・
官
服
闘
部
・
微
法
考
・
大
限
寂
拠
・
阜
随
酬
明

ひ
、
文
政
問
年
八
周
二
日
間
平
年
六
十
こ
を
以
て
奴
し
一
言
・
奥
村
糸
抑
制
的
問
等
が
あ
る
。

た
。
法
悦
大
仙
院
仰
山
良
舵
防
士
、
野
川
山
に
弾
ら
…
オ
ク
ム
ラ
ヒ
ロ
タ
カ
奥
村
探
段
加
賀
滞
の
老

れ

た

。

一

臣

奥

村

氏

支

家

の

筋

八

代

。

拠

良

の

一

点

男

。

苧

保

十

オ
タ
ム
ラ
ヒ
デ
ザ
ネ
奥
村
議
賞
加
到
緋
の
老
一
五
年
間
生
。
初
ケ
打
開
何
十
郎
、
後
内
記
。
易
直
の
末
期

臣
奥
村
氏
宗
家
の
第
十
一
代
o
河
内
守
向
抵
の
第
一
養
子
と
な
り
、
斑
保
一
一
一
年
九
用
十
三
日
治
領
一
高
石

四
子
。
寛
政
四
年
出
生
.
母
は
大
脅
原
山
口
の
女
。
ス
内
二
千
一
台
典
力
知
〉
を
綴
ぎ
、
延
卒
コ
一
年
十
周
六
日

泌
稽
義
十
郎
、
後
に
助
右
衛
門
と
改
む
。
初
諮
岱
銭
。
一
一
銭
。
苧
年
十
七
。
法
鋭
築
総
院
議
室
全
忠
民
士
。
野

文
化
元
年
船
十
一
ご
に
し
て
父
の
也
知
一
応
七
千
石
一
岡
山
に
界
ら
れ
介
。

ハ
内
千
五
一
白
石
典
・
刀
一
知
)
を
制
ぎ
、
二
一
年
年
山
市
府
見
習
一
オ
タ
ム
ラ
マ
ゴ
ス
ケ
奥
村
隷
助
父
長
右
衛
門

を
命
ぜ
ら
れ
た
。
文
政
元
年
袋
町
都
を
以
て
滞
侠
持
一
は
前
川
利
容
に
仕
へ
た
人
。
探
助
夫
正
十
年
利
家
の

腐
の
認
を
得
、
用
構
・
加
刊
以
下
一
切
の
喰
を
鮮
き
、
一
石
動
山
攻
般
に
従
ひ
、
十
一
年
四
周
二
十
日
卸
v
瀬

溺
見
を
禁
ぜ
ら
れ
た
が
、
後
制
見
の
み
を
昨
さ
れ
、
一
一
陣
に
討
必
し
た
。
子
孫
相
織
い
で
務
に
仕
へ
る
。

三
年
十
二
用
十
六
日
従
一
点
依
下
伊
館
守
に
任
じ
、
七
一
オ
タ
ム
ラ
マ
サ
ト
ミ
奥
村
正
富
溜
稽
槌
之
助
。

年
十
二
周
三
十
日
改
め
て
丹
後
守
と
務
L
た
。
こ
の
一
多
賀
左
兵
衛
努
識
の
第
二
子
。
奥
村
易
英
の
外
孫
。

年
持
虞
卒
し
、
持
務
政
を
親
ら
し
た
が
、
出
円
泰
は
深
一
初
め
易
英
の
義
子
と
な
b
、
又
命
を
奉
じ
て
腐
種
の

雪
崩
と
な
っ
た
o
寛
永
中
江
戸
に
質
と
な
り
、
易
英
一
臣
奥
村
氏
支
家
の
第
七
代
。
抱
・
民
の
四
男
。
卒
保
十

告
老
の
時
、
共
の
線
千
石
を
配
分
せ
ら
れ
、
人
持
組
一
三
年
出
生
。
泊
都
丹
三
郎
・
共
部
。
初
諒
端
則
。
兄
鍛

に
列
し
、
後
僻
し
て
服
組
組
に
除
。
、
先
筒
顕
に
綿
一
応
保
命
の
械
死
後
、
そ
の
か
n
跡
を
断
絶
せ
し
め
ら
れ

し
た
。
延
資
五
年
十
周
江
戸
に
夜
、
享
年
五
十
三
。
一
た
が
、
易
直
は
元
文
二
年
間
十
一
周
H
V
七
日
亡
父
内

オ
タ
ム
ラ
ヤ
ス
サ
ダ
奥
村
易
貞
沼
都
文
十
郎
。
一
担
瓶
良
の
地
跡
を
制
約
し
、
知
行
一
部
石
ハ
内
二
千

易
英
の
第
二
子
o
p
A
の
越
知
の
内
二
千
石
を
配
分
せ
↑
石
奥
カ
知
V

を
賜
ひ
、
箆
保
三
年
六
月
十
八
日
享
年

ら
れ
、
人
持
組
に
列
し
.
寛
文
中
嚢
者
役
・
火
消
役
に
一
十
六
を
以
て
夜
し
た
。
法
脱
容
廊
院
中
山
玄
諮
問
士
。

阪
任
し
た
。
貞
享
一
一
一
年
夜
、
年
五
十
一
点
。
一
野
間
山
に
掠
る
。

オ
タ
ム
ラ
ヤ
ス
テ
ル
奥
村
恩
輝
加
賀
滞
の
老
…
オ
タ
ム
ラ
ヤ
ス
ノ
リ
奥
村
保
命
加
到
滞
の
老

臣
奥
村
氏
支
家
の
第
三
代
。
府
趨
の
嫡
子
。
承
路
一
一
陸
奥
村
氏
支
家
の
第
六
代
。
槌
良
の
嫡
子
。
事
保
四

二
年
十
周
五
日
出
生
。
遇
制
平
松
・
大
蔵
・
兵
部
・
凶
一
年
正
用
什
一
日
出
生
。
泌
m
僻
敏
山
地
。
十
四
年
十
月
朔

幡
・
登
岐
・
丹
波
。
初
諮
和
臆
・
和
長
・
和
R
。
寛
文
一
日
新
知
二
千
五
円
石
ハ
内
五
一
内
石
奥
カ
知
)
を
賜
は

六
年
十
四
畿
の
時
知
初
め
て
前
旧
綱
紀
に
仕
へ
、
延
費
一

b
、
一
苅
文
元
年
十
二
月
什
六
日
父
の
也
知
一
一
品
七
千

三
年
近
習
取
次
を
命
ぜ
ら
れ
、
四
年
七
刃
新
知
千
五
一
四
百
五
十
石
ハ
内
三
千
石
奥
力
知
〉
を
党
け
、
二
年
正

宵
石
を
受
け
、
七
年
十
こ
局
八
百
石
を
増
し
、
若
年
一
月
十
四
日
ハ
十
三
日
夜
U

亭
年
十
九
を
以
て
家
信
健
闘

寄
に
逝
み
、
一
大
和
三
年
コ
一
周
.
ま
た
千
七
百
石
を
加
へ
二
新
右
衛
門
の
錆
に
殺
さ
れ
た
。
法
焼
成
美
抑
制
実
質
文

そ
の
内
五
百
一

g奥
カ
知
と
し
、
貞
享
三
年
十
一
周
一
明
日
士
o
野
川
山
に
掠
る
。
こ
の
時
新
右
衛
門
も
亦

家
老
に
除
b
、
箆
に
千
石
を
加
へ
、
内
五
円
石
を
奥
一
一
即
時
に
同
僚
の
鑓
に
斬
ら
れ
た
が
、
続
死
し
た
保
命

力
知
と
し
た
。
是
を
以
て
前
後
旅
併
せ
て
五
千
石
一
の
家
路
は
滞
の
法
に
よ
b
て
波
牧
せ
ら
れ
る
替
で
あ

ハ
内
奥
カ
知
千
石
)
と
な
b
、
四
年
十
旦
奥
に
尖
の
治
一
っ
た
録
、
親
族
紛
山
抗
林
は
之
を
病
宛
と
し
て

M
M

領
一
応
二
千
四
百
五
十
石
を
製
ぎ
、
初
め
領
す
る
既
一
で
、
周
附
の
事
情
緩
め
て
桜
織
と
な
り
、
一
時
滞
中

と
共
に
一
一
品
七
千
四
百
五
十
石
ハ
内
三
千
石
奥
力
知
U

一
の
耳
円
を
錦
動
せ
し
め
た
が
、
悶
十
一
月
什
七
日
に

を
受
け
、
人
持
組
踊
に
任
ぜ
ら
れ
た
。
費
永
元
年
十
一
京
っ
て
滞
は
保
命
の
名
跡
を
断
絶
せ
し
め
、
特
に
保

一
一
周
従
五
位
下
丹
波
守
に
叙
任
し
、
二
年
間
四
周
一
二
命
の
弟
易
直
を
し
て
、
亡
父
滋
良
の
紀
を
織
が
し
め

十
日
亭
年
五
十
三
で
夜
。
法
抵
江
南
野
俊
明
敏
樹
居
一
る
似
法
を
締
じ
、
事
終
末
し
た
。

士
。
野
川
山
に
務
ら
れ
た
。
府
謹
一
名
は
宣
、
字
は
一
オ
ク
ム
ラ
ヤ
ス
ヒ
デ
奥
村
易
英
加
賀
滞
の
老

竣
明
、
澗
宇
・
耕
心
・
誠
資
・
敏
樹
・
梅
笹
・
郁
文
堂
・
江
一
臣
奥
村
氏
支
家
の
家
組
。
伊
態
守
永
訴
の
第
二
子
。

南
軒
・
竹
臨
問
中
一
人
等
と
脱
し
た
。
人
と
鍔
b
鴻
貞
雄
一
泡
稿
文
十
郎
・
中
一
段
・
術
後
・
附
帽
。
初
蹄
祭
郷
。
践

線
、
未
だ
冠
せ
ぬ
時
か
ら
殺
を
朱
舜
水
に
受
け
、
恵
一
十
四
に
し
て
父
と
共
に
末
森
域
を
守
b
、
後
利
長
に

蹄
の
名
も
亦
舜
水
の
命
ず
る
腕
で
、
舜
水
は
鍔
に
そ
一
削
糊
し
て
千
石
を
賜
は
り
、
利
家
東
征
の
時
松
枝
・
八

の
設
を
作
っ
た
。
誠
溺
記
一
節
も
同
じ
〈
舜
水
の
作
一
王
子
諸
城
を
攻
め
、
結
い
で
大
型
寺
攻
療
の
際
先
鷲

る
厨
で
あ
る
0

・

し

て

こ

千

石

を

加

賜

せ

ら

れ

、

又

大

坂

前

役

に

大

功

オ
タ
ム
ラ
ヤ
ス
ナ
ホ
奥
村
易
直
を
立
て
、
四
千
五
百
石
を
増
し
、
後
役
に
は
金
棒
城

加
賀
藩
の
老


